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１　 研究目的
　本研究は，ひきこもり支援においてケアマネジメント・プログラムの活用が有効であるとの
仮説に基づき，現場におけるケアマネジメント・プログラムの活用状況を把握し，その分析を
試みるものである。
　従来のひきこもり支援では，各種支援機関が機能的な連携ネットワークを構築しにくく，自
己完結型になり易い状況があった。ひきこもりの包括的・総合的な支援や継続支援を困難とし
ていた状況の打開策として，平成 21 年度から，第一次相談窓口の機能を有する「ひきこもり地
域支援センター」の整備が進められている。さらに，「子ども・若者育成支援推進法（平成 22
年 4 月施行）」においては，支援ネットワークの構築を目的の一つとした。
　ひきこもりは年単位の経過を辿る中で，様々なニーズが複合的に生じる。近年では，ひきこ
もりの長期化に伴う高年齢化から，高齢の親による支援力不足や親亡き後に対する不安など新
たな問題も現れてきており，こうした問題も含めその特性に応じた支援プログラムの開発とシ
ステム構築が喫緊の課題となっている。柔軟にかつ時期を逃さず社会資源を投入し，総合的か
つ継続的な支援を展開するプログラムとしては，ケアマネジメント・プログラムが認知されて
いる。ケアマネジメント・プログラムはひきこもり支援における課題と合致するものであり，
ひきこもり支援プログラムの開発においてその活用を図ることは有効であると考える。
２　研究方法
　ケアマネジメント・プログラムの現場における活用状況と課題を明らかにするため，「ひきこ
もり地域支援センター」（全国 23 カ所・平成 22 年 6 月 1 日現在）を対象に，質問紙調査法に
てアンケート調査を実施した。
３　結果と考察
　質問調査紙により 87.0% の回収が得られたが，ケアマネジメント・プログラムを導入してい
ると回答した機関は 1 か所のみであった。アセスメント実施率は 85.0% と高い割合を示すも，
ケアプランは 40.0% の機関で事例により作成される程度に留まっている。ケアプランの作成を
困難とする要因を明確化し，追加調査と更なる分析を図ることで，ケアマネジメントの観点に
よるひきこもり支援プログラムの開発を試みていくことが今後の課題である。
